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北
朝
鮮
の
非
核
化
の
定
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
総
理
は
、
平
成
三
十
年
三
月
八
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
「
我
が
国
は
、
従
来
か
ら
、
北
朝
鮮
と
意
味
の
あ
る
対

話
を
行
う
た
め
に
は
、
北
朝
鮮
が
完
全
な
、
検
証
可
能
な
、
か
つ
不
可
逆
的
な
方
法
で
核
・
ミ
サ
イ
ル
計
画
を
放
棄
す
る
こ
と

に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
そ
し
て
非
核
化
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
を
示
す
こ
と
が
必
要
と
の
立
場
」
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
（
一
九
九
二
年
二
月
十
九
日
発
効
）
で
は
、
「
南
と
北
は
朝
鮮
半
島
を
非
核

化
す
る
こ
と
で
、
核
戦
争
の
危
機
を
除
去
し
、
わ
が
国
の
平
和
と
平
和
統
一
に
有
利
な
条
件
と
環
境
を
造
成
し
、
ア
ジ
ア
と
世

界
の
平
和
と
安
全
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
」
と
し
、
「
南
と
北
は
核
兵
器
の
試
験
、
製
造
、
生
産
、
受

付
、
保
有
、
貯
蔵
、
配
備
、
使
用
を
行
わ
な
い
」
、
「
南
と
北
は
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
た
だ
平
和
的
な
目
的
に
の
み
利
用
す

る
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日
、
中
国
の
新
華
社
は
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
委
員
長
が
同
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
訪
中

し
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
会
談
し
た
と
報
じ
た
。
金
委
員
長
は
会
談
で
非
核
化
実
現
へ
の
意
欲
を
表
明
し
、
「
金
日
成

主
席
と
金
正
日
総
書
記
の
遺
訓
に
基
づ
き
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
実
現
に
尽
力
す
る
」
（
「
金
発
言
」
と
い
う
。
）
と
表
明
し
た

と
承
知
し
て
い
る
。

一



北
朝
鮮
の
非
核
化
の
定
義
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
の
い
う
北
朝
鮮
の
非
核
化
と
は
、
「
北
朝
鮮
が
完
全
な
、
検
証
可
能
な
、
か
つ
不
可
逆
的
な
方
法
で
核
・
ミ
サ
イ
ル

計
画
を
放
棄
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

二

「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
は
現
在
で
も
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

三

北
朝
鮮
の
金
正
恩
委
員
長
の
い
う
非
核
化
と
は
「
金
日
成
主
席
と
金
正
日
総
書
記
の
遺
訓
に
基
づ
」
い
た
「
朝
鮮
半
島
の

非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
、
「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
」
で
あ
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

四

政
府
の
「
非
核
化
」
は
北
朝
鮮
の
「
不
可
逆
的
な
方
法
で
核
・
ミ
サ
イ
ル
計
画
を
放
棄
す
る
」
「
非
核
化
」
で
あ
り
、
金

正
恩
委
員
長
の
「
非
核
化
」
は
、
金
発
言
で
い
う
よ
う
な
「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
」
で
あ
り
、
韓
国
国
内
で
の
「
核
兵
器
の

試
験
、
製
造
、
生
産
、
受
付
、
保
有
、
貯
蔵
、
配
備
、
使
用
を
行
わ
な
い
」
こ
と
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解

如
何
。

五

現
在
、
日
本
政
府
の
い
う
「
非
核
化
」
と
、
北
朝
鮮
の
い
う
「
非
核
化
」
は
対
象
地
域
そ
の
も
の
が
異
な
る
も
の
と
考
え

る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
で
よ
い
か
。

六

五
に
関
連
し
て
、
日
米
の
北
朝
鮮
の
「
非
核
化
」
の
定
義
は
共
有
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
も
の
の
、
金
正
恩
委
員
長
の
い

二



う
「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
」
と
は
齟
齬
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
北
朝
鮮
に
「
非
核

化
」
を
求
め
て
い
く
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


